
アラームマーク
モデルによって
は　　に
なります。

●アラーム時刻の合わせかた
1 ボタンAを押してアラーム表示にしてください。（ALARM
の表示がでます。）

2 ボタンAを1～2秒押し続けてアラーム時刻合せにして下さ
い。（時）が点滅します。（この状態で1～2分間操作をしな
いと自動的にアラーム表示にもどります。）

3 ボタンCを押すごとに点滅する箇所が変わります。
（時）→（分）→（時）…の順序で点滅箇所が変わります。

4 ボタンDを押して合わせます。1回押すごとに点滅しているところの数
字が1つずつ進みます。押し続けると早く進みます。
※アラームマークが消えていても、アラーム時刻を修正すると自動的に
アラームマークが点灯します。

5 合わせ終わったらボタンAを押してアラーム表示にもどしてください。
●鳴っているアラームを止めるには
アラーム設定時刻になると20秒間鳴り続けます。鳴っているアラームを
途中で止める場合は、ボタンA、B、C、Dいずれかを押して下さい。
※どの表示でもこの操作は可能です。
●サウンドデモンストレーション
アラーム音を試し聴きしたいときは、アラーム表示の時に、ボタンCを

1～2秒間押し続けて下さい。押し続けている間アラーム音が鳴ります。
※この操作をした後は、アラームマークと時報マークの状態が変わりますのでアラームの鳴る/鳴らないの設定方法を
参照して元の状態に戻してください。
※時合わせのとき、午前（AM）午後（PM）をよく確認してください。
●アラーム・時報の鳴る/鳴らないの設定方法
アラーム表示でボタンCを押すと次の順序で設定が変わります。それにしたがい、アラームマーク・時報マークが点
いたり消えたりしてアラーム音・時報のON/OFFを表示します。

この時計は、時刻･カレンダー表示機能（時、分、秒、日、曜日）のほかに以下の機能を備えています。

※サウンドデモンストレーション…アラーム音を試し聴きできる機能のことです。
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■カレンダー表示の使いかた

PM

ボタンD

ボタンCボタンB

時報マーク

分時

曜日

日

PMマーク

秒

■アラームの使いかた

■タイマーの使いかた

修正箇所の
選択

合わせ

ボタンDを押すと点滅しているところの数字が1つづつ進みます。（押し
続けると早く進みます。）12Ｈ／24ＨＲが点滅している場合、12時間制
表示と24時間制表示を切り替えます。
※時刻修正の途中で「全点灯表示」になるのは、故障ではありません。
ボタンCとボタンDが同時に押された状態です。その場合は、A、C、
Dいずれか1つのボタンを押して、「時刻・カレンダー表示」にもどし
てください。つぎにあらためて、上記の1から合わせ直してください。

（秒）を点滅させ時報に合わせてボ
タンDを押すと00秒に合います。
※（秒）が30～59秒のときボタ
ンDを押すと、（分）が1分く
り上がって00秒に合います。

1 ボタンAを押して、時刻・カレンダー表示にしてください。この状態
では、曜日と日付が表示されます。

2 ボタンCを押している間、年、月、日が表示されます。

●1日に1回鳴るアラームが設定できます。（24時間に1回鳴ります。）
下段に時刻、上段にアラーム時刻が表示されます。

●上段にタイマー時間、下段に時刻が表示されます。1分単位で、
99時間59分までセットできます。1度セットしたタイマー時間
は何度でも呼び出して使えます。計測時間（残時間）は1秒単
位で表示します。

●タイマー時刻の合わせかた
1 ボタンA を押してタイマー表示にしてください。
（TIMERの表示がでます。）
タイマーが使用中、または途
中でストップしている場合
は、プリセットして下さい。

2 ボタンAを1～2秒押し続け
て、タイマー時間合わせにし
てください。（時）が点滅し
ます。

※この状態で1～2分間操作をしないと自動的にタイマー表示に戻ります。
3 ボタンCを押すごとに、点滅する箇所が変わります。
（時）→（分）→（時）…の順序で点滅箇所が変わります。

4 ボタンDを押して合わせます。1回押すごとに点滅しているところの数字が1つ
ずつ進みます。押し続けると早く進みます。

5 合わせ終わったら、ボタンAを押してタイマー表示に戻してください。

■12時間制と24時間制の切り替え

1 ボタンAを押して時刻・カレンダー表示にしてく
ださい。

2 ボタンAを1～2秒間押して時刻・カレンダー合わ
せにしてください。（秒表示が点滅します。）
※1～2分間操作をしないと時刻・カレンダー表示
にもどります。

3 ボタンCを、24HRまたは12HRの箇所が点滅する
まで押します。

4 ボタンDを押して切り替えます。
5 合わせ終わったら、ボタンAを押して時刻・カレ
ンダー表示にもどしてください。

･計測時間が、60分までは1／100秒単位で、それ以降は1秒単位で計測表示します。
最大計測時間は、99時間59分59秒です。
･ 100時間を計測すると、表示が00秒に戻ります。
※以下の各操作を行うときには確認音が鳴ります。

1 ボタンAを押して、クロノグラフ表示にしてください。（Chronoの表示がでま
す。）

2 使う前に00秒にもどしてください。（ボタンDでリセット）
※ストップウォッチが動いている時は…ボタンCを押して表示をとめ、ボタンD

でリセット
※ストップウォッチがとまっている時は…ボタンDでリセット

3 長い時間を測るときは、スタート後、時刻・カレンダー表示にしておくと誤動
作を防ぐことができます。
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スタート
ボタンCをくり返し押して

積算します。

1位タイム表示（上段）

（1位ゴール） （2位ゴール）

2位タイム表示（下段）

ボタンA

●フルオートカレンダー機能
うるう年の2月29日もふくめ、月末のカレン
ダー修正の必要がありません。（1998年～
2048年）
●アラーム機能
1日に1回鳴る、アラームの設定ができます。
時報も設定できます。サウンドデモンストレ
ーションができます。
●ストップウォッチ機能
99時間59分59秒まで計測できます。60分まで
は1／100秒単位で計測ができます。スプリッ
ト機能で、途中時間を計ることができます。

●12／24時間制表示切り替え
12時間制／24時間制の表示切替ができます。
●タイマー機能
1分単位で、最高99時間59分まで設定できます。
●デュアルタイム機能
異なる１地域の時刻を設定･表示することがで
きます。
●内部照明機能
ボタンBを押すと内部照明が点灯します。約4
秒間の残照式です。LED（Light-Emit t ing
Diode：発光ダイオード）を利用した発光方式
です。

●どのボタンも、どの表示でもアラームの鳴り止めになります。
●ボタンAを押すごとに次の順序で切り替わります。
※時刻・カレンダー表示に戻るとき、確認音が鳴ります。

●それぞれの表示で、ボタンAを1～2秒間押し続けるとそれぞれの表示の合わせになります。
合わせ状態でボタンAを押すと各表示に戻ります。（それぞれ確認音が鳴ります。）

ボタンD

ボタンC

1 ボタンAを押して時刻・カレンダー表示にしてください。
2 ボタンAを1～2秒間押し続けて時刻・カレンダー合わせに
してください。（秒表示が点滅します。）
※この状態で1～2分間操作をしないと時刻・カレンダー表
示に戻ります。

3 ボタンCを押して、合わせたい箇所を点滅させます。
4 ボタンDを押して、合わせます。ボタンDを1回押すごと
に点滅している箇所の数字が1つづつ進みます。

5 合わせ終わったら、ボタンAを押して時刻・カレンダー表
示に戻してください。

ボタンC押す

曜日 日

月 日

年

ボタンC離す
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■時刻・カレンダーの合わせかた

●タイマーの使いかた
ボタンCを押すたびに、スタート/ストップがで
きます。（この操作は何回でもできます。）残り
3、2、1秒で報音し、20秒間タイマー終了音が
鳴り続けます。鳴っているタイマー終了音を途
中で止めるには、ボタンA、B、C、Dいずれ
かを押してください。どの表示でもこの操作は
可能です。

●オートカウントアップ機能
タイマー終了後、自動的に1秒単位で1時間まで
の計測が始まります。ボタンCでスタート/スト
ップができます。

●タイマー/オートカウントアップがストップした
状態でボタンDを押すと、プリセットされます。
1度設定した時間は修正するまでそのまま保持
され、何度でも呼び出して使うことができます。

タイマー
時間

●時刻の異なるもう一つの地域
をセットできます。
上段にデュアルタイム（もう
一つの地域の時刻）が表示さ
れます。

●デュアルタイム時刻の合わせ
かた

1ボタンAを押してデュアルタ
イム表示にしてください。
（dUALの表示がでます。）

2ボタンAを1～2秒押し続けて、デュアルタイム合わせに
してください。（時）が点滅します。
※この状態で1～2分間操作をしないと自動的にデュアル
タイム表示に戻ります。

3ボタンCを押すごとに、点滅する箇所が変わります。
（時）→（分）→（時）…の順序で点滅箇所が変わります。
4ボタンDを押して合わせます。1回押すごとに点滅して
いるところの数字が1つずつ進みます。押し続けると早
く進みます。

5合わせ終わったら、ボタンAを押してデュアルタイム表
示に戻してください。

24

基本時刻

デュアルタイム

■デュアルタイムの使いかた

■各部の名称とはたらき（ボタンはどのような順序で押してもこわれません。）

■ストップウォッチの使いかた

時刻・カレ
ンダー表示

クロノ
グラフ表示

タイマー
表　示

アラーム
表　示

デュアル
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秒合わせ

普通の使いかた………積算タイムを測る

スプリットタイムのとりかた………途中時間を測る

1・2位のタイムのとりかた………

C

ストップ
C

スタート
C

ストップ
D

リセット

C

スタート

C

スタート
D

スプリット
C

ストップ
D

リセット

上段に途中時間が表示されます。
ボタンDのくり返しで何回でも
とれます。
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スプリット
D

スプリット
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D

リセット
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12H/
24H日月年時分秒

ボタンCを押すたびに点滅箇所が変わります。

PM 24

〈全点灯表示〉

●時刻・カレンダー表示の状態の時、ボタンDを押している間、アラーム時刻が上段に表示されます。
（アラームがセットされていない時は、表示されません）

画面表示はモデルによっては異なる場合もあります。


